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今
年
四
月
か
ら
、小
槌
幼
稚
園
・

朝
日
ケ
丘
幼
稚
園
・
潮
見
幼
稚
園

の
三
園
で
、「
預
か
り
保
育
」が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
『
子
育
て
支
援
』の
一
環
と
し
て
、

通
常
保
育
が
終
わ
っ
て
か
ら
、午

後
四
時
三
十
分
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み

期
間
も
、午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
三
十
分
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
は
、
通
常

保
育
が
終
わ
る
と
、
担
任
の
先
生
や
降
園
す
る
友

達
と
さ
よ
う
な
ら
を
し
て
、
預
か
り
保
育
室
に
行

き
ま
す
。
預
か
り
保
育
室
で
は
、
指
導
員
の
先
生

が
た
が
温
か
く
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
小
槌
幼
稚

園
は
コ
ア
ラ
組
、
朝
日
ケ
丘
幼
稚
園
は
バ
ン
ビ
組
、

潮
見
幼
稚
園
は
イ
ル
カ
組
と
ク
ラ
ス
名
も
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
預
か
り
保
育
で
は
家
庭
的
な
温
か
い

雰
囲
気
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
室
に
は
畳
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

「
少
し
疲
れ
た
か
な
？
」「
お
昼
寝
し
た
い
な
」
と

い
う
子
ど
も
が
横
に
な
れ
た
り
、
靴
を
脱
い
で
遊

ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
や
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
、
お
絵
か
き
な

ど
、
家
庭
で
よ
く
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
も
用
意
し
て
あ

り
、
自
分
の
し
た
い
遊
び
を
選
ん
で
、
先
生
や
お

友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
す
。
幼
児
期
は
個
人
差
が

大
き
い
時
期
な
の
で
、
先
生
が
た
は
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
心
と
体
の
状
態
を
見
な
が
ら
、
丁
寧

に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
預
か
り
保
育
で
は
同
じ
保
育
室
で
、
四

歳
児
と
五
歳
児
が
一
緒
に
生
活
を
し
ま
す
。

　

五
歳
児
は
四
歳
児
の
面
倒
を
見
た
り
、
遊
び
に

誘
っ
た
り
、
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
ら
し
さ
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
四
歳
児
は
、
そ
ん
な
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
に
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
、
興
味
や
関
心

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
お
母

さ
ん
や
お
う
ち
の
か
た
が
た
が
元
気
に
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
が
で
き
る
『
子
育
て
支

援
』
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
を
利
用
で
き
る
か
た
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
実
施
園
ま
た
は
教
育

委
員
会
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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四
月
二
十
八
日
現
在
で
の
、
本
市
の
被
災
地
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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避
難
所
管
理
運
営
支
援
の
第
六
陣
・
第
七
陣
と
し
て
、

宮
城
県
石
巻
市
へ
職
員
各
二
人
・
計
四
人
を
、
四
月
二
十

二
日
か
ら
五
月
四
日
ま
で
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
急
給
水
支
援
と
し
て
、
四
月
二
十
八
日
か
ら

五
月
三
日
ま
で
、
岩
手
県
盛
岡
市
へ
職
員
二
人
を
派
遣
し

ま
し
た
。
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「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義

援
金
募
集
委
員
会
」
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

五
百
万
円
を
、
四
月
二
十
三
日
、
同
市

の
支
援
に
派
遣
し
た
本
市
職
員
か
ら
、

石
巻
市
長
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
募
金
活
動
は
引
き
続
き
行
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 �
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避
難
所
と
な
っ
て
い

る
石
巻
市
立
山
下
小
学

校
で
は
、
四
月
二
十
一

日
、
同
校
の
入
学
式
お

よ
び
始
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
四
月
二

十
五
日
か
ら
、
通
常
授

業
を
開
始
す
る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
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県
で
は
、
こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

り
県
内
に
避
難
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て
、
地
元
被
災
自
治

体
か
ら
直
接
、
支
援
情
報
や
復
旧
・
復
興
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
県
内
避
難
者
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
登
録
を
ご
希
望
の

か
た
は
、
行
政
経
営
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�������
�������	
������

　全国瞬時警報システムは、国（消防庁）が発した時間に余裕の
ない緊急事態の情報を、通信衛星を経由し自動で市の防災行政
無線を直接起動し、お知らせするものです。
　本市では、このシステム運用を５月16日（月）から開始します。
�������	�
�����　緊急地震速報等
�����　津波警報・津波注意報
�����　警報等
������
※これらの情報は、自動的に放送される
　システムのため真夜中でも放送されます。
※このシステムは、国のコンピューターが人の手を介さず自動
　的に発信するシステムのため、誤報の可能性があります。その
　場合は、「誤報キャンセル放送」が流れます。
※緊急地震情報の場合、震源が近い時や直下型地震の場合は、
　放送が間に合わないことがあります。
※強風や雨などの気象条件や、住宅の遮音性の向上、地形などに
　より情報が聞き取りにくい場合があります。
※訓練や、機器の調整のため試験放送を行う場合があります。
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「
第
四
次
総
合
計
画
」
は
、
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
公
募
市
民
四
十
七
人
で
構
成
す

る
市
民
会
議
を
実
施
し
、
�
私
た
ち
の
計

画�
と
し
て
市
民
と
行
政
と
の
協
働
で
策

定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
三

十
二
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
総
合

的
な
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
、

市
の
最
上
位
の
計
画
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
本
計
画
は
、

す
で
に
本
年
度
の
「
施
政
方
針
」
に
も
反

映
さ
れ
て
お
り
、「
施
策
の
基
本
方
針
」
や

具
体
的
施
策
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
く
つ
か
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
芦
屋
の
ま
ち
が
、『
自
然
と
み

ど
り
の
中
で
絆（
き
ず
な
）を
育
み
、�
新

し
い
暮
ら
し
文
化�
を
創
造
・
発
信
す
る

ま
ち
』
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
、
市
で
は

�
私
た
ち
の
計
画�
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
た
び「
第
四
次
総
合
計

画
」の
冊
子
を
発
行
し
、
市
役
所
北

館
一
階
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で

頒
布（
千
円
）、ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、行
政
経
営
課
で
は
郵
送

で
の
お
取
り
扱
い（
下
記
参
照
）も

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
概
要
版
」

も
発
行
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
、

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
、
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
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�����　Ａ４判・200ページ
�����　1,000円
�����　市役所北館１階の行政情報コーナー
　　　　　　＊郵送での申し込みは、現金書留に代金1,000円と返
　　　　　　　送用340円切手を同封の上、行政経営課（〒659-　
　　　　　　　8501 精道町7-6）へ
※「概要版」（Ａ４判・16ページ）は、頒布場所で無料配布しています。
※第４次総合計画の詳細は、市ホームページでもご覧いただけます。
　�������������	
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���　５月18日～６月26日〈月曜日休館〉午前10時～午後５時（入館は４時30分ま
で・最終日は午後３時まで）　���　人形作家・森川初美（1949年神戸生まれ。Ｙ芸
術学院人形講師）の抱き人形作品を展示　����　300円 

���������������	
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���　５月26日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　島崎藤村
「破戒」　���　作家・柳谷郁子氏　���　16人　����　2,300円　���
��　電話・ファクス・メールで上記へ

　消防本部では、梅雨の出水期を前にして水防訓練
を、次のとおり実施します。
�����　５月24日（火）午前10時～11時　
�����　潮芦屋ビーチ西側　
�����　芦屋市・消防本部・消防団
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���　６月11日（土）午後１時30分～３時　����市民
センター音楽室　���　李亜輝（二胡奏者）・冨田裕三子
（ピアノ）ほか　���　シルクロード／里の秋　ほか　�
���　500円　�����　事業名・住所・氏名・参加人数
（１人または２人）・電話番号を記入し、５月27日（金）までに、
はがきかファクスで下記へ
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学
生
親
善
使
節
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
、
昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）年
か
ら

で
す
。
今
ま
で
百
八

十
八
人
の
か
た
が
、

学
生
親
善
使
節
と
し

て
お
互
い
の
市
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
八
月
に

モ
ン
テ
ベ
ロ
市
内
の

家
庭
（
一
週
間
ご
と

三
家
庭
）で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
市
長
表

敬
訪
問
・
二
世
パ

レ
ー
ド
な
ど
の
交
流

事
業
に
参
加
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
学
生
親

善
使
節
に
選
ば
れ
た

か
た
は
、
次
の
お
二

人
で
す
。
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　今年度、学生親善使節に選ばれました大阪教育
大学１回生の北村真理です。私は、現在大学でピ
アノを専攻しています。素晴らしい芸術家たちを
輩出した、自分の街「芦屋」。そして、その芸術家
たちが好んだ芦屋の魅力を、自分の演奏を通して、
モンテベロのかたがたに伝えたいと思います。
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　芦屋市の学生親善使節としてモンテベロ市へ送
り出していただけるとの事で、いまだに驚きと喜
びを隠せません。私はモンテベロ市に行ったら、
いろいろな人とコミュニケーションを取りたいで
す。そして、個人的な希望では、アメリカのマン
ガを読んでみたいです。私が描いたものも持って
行けたらな、と思っています。
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国
の
男
女
共
同
参
画
推
進

本
部
で
は
、
毎
年
六
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の

一
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
定
め
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
や

基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
週
間
の

取
り
組
み
と
し
て
、
実
在
の

韓
国
女
子
刑
務
所
合
唱
団
を

描
い
た
映
画
「
ハ
ー
モ
ニ
ー

〜
心
を
つ
な
ぐ
歌
〜
」（
主
演

キ
ム
・
ユ
ン
ジ
ン
）
の
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
映
画
を
通
し
て
、
心

に
傷
を
抱
え
な
が
ら
も
、
歌

を
通
じ
て
生
き
る
希
望
を
見

出
し
た
女
性
た
ち
の
葛
藤
と

再
生
に
つ
い
て
、
共
に
考
え

る
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�����　６月26日（日）午後２時開演（１時30分開場）
�����　ルナ・ホール　
�����　先着600人＜要整理券＞
�����　２歳以上の就学前児・20人（１人300円）
�����　往復はがきに、住所・参加希望者全員の氏名
　　　　　　（１枚２人まで）・電話番号、託児希望者は、
　　　　　　子どもの名前・年齢月齢を記入し、６月10日
　　　　　　（金）までに、上記へ
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����　５月20日（金）午後１時30分～３時
����　美術博物館講義室　
����　加藤純子（歌）・沖倫子（ピアノ）・
　　　　　I LOVE ASHIYA
����　50人
����　500円
※歌集「愛唱名歌」（野ばら社）
　をお持ちでないかたは、
　歌集代1,000円が別途必要

����　５月28日～７月18日（月・祝）
　　　　　午前10時～午後５時〈入館は４時30分まで〉
　　　　　（月曜日休館＊月曜日が祝日の場合は、翌火曜日が休館日）
����　一般300円・大高生200円・中学生以下無料

�������	
��������������������

�������	
�

�������	
�������������������� !�
��������	
��������������������
�������	
���������
�������	
����������������������
��������	
��������������������

�������	
���������������

�������

���　５月29日（日）《雨天中止・小雨決行》/午前８時45分・ 山手
夢保育園（阪急芦屋川駅北側）出発　����　 山手夢保育園→柿
谷→ごろごろ岳→奥池遊びの広場（５㎞・約２時間）　

�������	
�

���　５月29日（日）《雨天
中止・小雨決行》/午前11時～
午後２時　���　奥池遊び
の広場（駐車場あり）　���
健康体操・チアリーディング・
音楽・抽選会※先着1,300人に
記念バッジを進呈します。
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